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米国 オレゴン州 

オレゴン州のＩＣＣコーディネーターとして「Beach & Riverside Cleanup」を主宰するＳＯＬＶＥ(Stop Oregon Litter 

and Vandalism)は、各地方行政庁との連携体制を構築しています。州知事のタスクフォースには日系団体やＮＧＯも

参加しており、米国の他州に比べて最も体制が整っています。このタスクフォースでは、震災漂流物の大量漂着に

備えた緊急クリーンアップに向けた訓練を行っています。 
 

カナダ ブリティッシュコロンビア州 

バンクーバー水族館が主宰する「Great Canadian Shoreline Cleanup」では、震災漂流物の漂着に備えて、回収活

動に携わるボランティアを公募し、現在約 2,000 名が登録されています。また、ＢＣ州政府を中心に連邦政府、地方

公共団体、ＮＧＯ及び研究者らで組織化された「British Columbia Tsunami Debris Coordinating Committee」では、震

災漂流物の漂着に備えた対応計画を立てています。日本政府からの見舞金の使途についても、この委員会で検討

されます。 

 

 環境省が公表した「東日本大震災による洋上漂流物の漂流予測結果」によると、2014 年 2 月頃から標準漂流物※１

及び海面下漂流物※２ の到達が始まり、4 月から秋季にかけて、北米大陸西海岸沿岸域に本格的に到達すると予測さ

れています。 

※1 海面上及び海面下の体積比率が 1：1 の漂流物 

※2 海面上及び海面下の体積比率が 0：1 の漂流物 
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図 1. 震災起因洋上漂流物に係る漂流予測結果 



2012 年の日米ＮＧＯ対話等を通じて、アラスカ州では、秋期から春期までの期間、震災漂流物の回収が非常に困難

な状況にあることが分かりました。そこでＪＥＡＮは、その困難な時期を避けて、2013 年 6 月にアラスカ州の現地調査を

行いました。また、現地において、現地の関係者とのワークショップも行いました。（本現地調査は JEAN が独自に行っ

たものです。） 

 そのワークショップの中で、震災漂着物の回収活動に取り組んでいるＮＧＯ「アラスカ湾の番人」（Ｇｕｌｆ ｏｆ Ａｌａｓｋａ 

Ｋｅｅｐｅｒｓ）も、秋期から春期を避けて気候が安定した夏季に漂着物の回収活動を行っていることが分かりました。彼ら

の話によれば、2012 年 3 月頃から、発泡スチロールのフロートやプラスチック製品が大量に漂着し始め、モンタギュー

島だけでも、震災漂着物とも見られるものを含めて、船 12 隻分（1 隻分は約 42 立方メートル）の漂着物を回収したそう

です。この回収活動には多額の経費と時間を要することから、このワークショップにおいて、アラスカ州政府担当者か

ら、今後の回収活動には日本政府からの見舞金を活用していくことが表明されました。 


